別紙

高齢者福祉サービス事業所等における第三者評価共通評価基準の解説版について


※　高齢者福祉サービス事業所等（特別養護老人ホーム、通所介護、訪問介護、養護老人ホーム、軽費老人ホーム）での評価が効果的に行えるように、共通評価基準ガイドライン（平成26年4月1日）の趣旨が変わらぬように配慮して、以下のように内容の加筆・削除、高齢者福祉サービス独自の内容の付加を行っている。

　a：基準内の番号と箇所を示したあとに加筆・削除を行った部分のみを示す。
　b：下線部は言葉の置き換え・加筆部分、消し線は削除部分となる。
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1　Ⅰ-１-(１)-①　評価の留意点

○利用者や家族等への周知については、（略）周知の方法に配慮しているかどうかについても評価の対象となります。高齢者や障害のある利用者に対しては、職員に対する方法とは違った工夫も求められます。

（高齢者版共通）
○認知機能の低下などが見られる利用者に対して、わかりやすい資料の作成、いつでも閲覧できるようにする等の取組や個別の説明が行われているかを確認します。


4　Ⅰ-３-(１)-①　評価の留意点

（高齢者版共通）
○公立施設については、管理者に与えられた職掌の範囲内を考慮したうえで、本評価基準の基本的考え方にそった具体的な取組を評価します。


20　Ⅱ-２-(４)-①　評価の留意点

（高齢者版共通）
○実習生等の研修・育成に関わる実績がない場合には、受入体制の整備やプログラムの準備状況、指導者に対する研修の実施状況等をもって評価します。

（訪問介護）
○実習生等の受入を行っていない場合は、「非該当」とすることができます。


23　Ⅱ-４-(１)-①　評価の留意点

（訪問介護）
○着眼点「活用できる社会資源や地域の情報を収集し、掲示板の利用等で利用者に提供している。」について、利用者が理解しやすいように配慮した資料や情報の提供方法により実施されている事項をもとに評価します。

（訪問介護）
○着眼点「福祉施設・事業所や利用者への理解を得るために、地域の人々と利用者との交流の機会を定期的に設けている。」は適用しません。


24　Ⅱ-４-(１)-②　評価の留意点

（高齢者版共通）
○ボランティアの受入等の実績がない場合には、受入体制の整備やマニュアルの準備状況、学校教育への協力等をもって評価します。

（訪問介護）
○ボランティアの受入等を行っていない場合は、「非該当」とすることができます。


25　Ⅱ-４-(２)-①　趣旨・解説

（高齢者版共通）
○ここで言う「必要な社会資源」とは、利用者へのサービスの質の向上のために連携が必要な機関や団体を指し、具体的には、地域包括支援センター、福祉事務所、児童相談所、保健所、公共職業安定所、病院（医療機関）、学校（教育機関）、社会福祉協議会、民生委員・児童委員、弁護士、警察、地域内の他の事業所やボランティア団体、各種自助組織等が挙げられます。

（高齢者版共通）
○介護予防・日常生活支援総合事業の実施等により、多様な主体によるサービス提供が行われています。それらの実施状況を踏まえ、連携にあたり地域の実情にあわせて、制度外のサービスを含めて考える必要があります。


26　Ⅱ-４-(３)-①　評価の留意点

（通所介護）
○着眼点「福祉施設・事業所のスペースを活用して地域住民との交流を意図した取組を行っている。」は、福祉施設・事業所の設備の状況等により、適用しないことができます。

（訪問介護）
○着眼点「福祉施設・事業所のスペースを活用して地域住民との交流を意図した取組を行っている。」は適用しません。


27　Ⅱ-４-(３)-②　評価の留意点

（通所介護、訪問介護）
○着眼点「民生委員・児童委員等と定期的な会議を開催するなどによって、具体的な福祉ニーズの把握に努めている。」及び「地域住民に対する相談事業を実施するなどを通じて、多様な相談に応じる機能を有している。」は、福祉施設・事業所の状況等により、適用しないことができます。


28　Ⅲ-１-(１)-①　評価の留意点

（高齢者版共通）
○利用者の権利擁護のため、虐待等の権利侵害の防止、発生時の対応等の徹底については、内容評価基準（Ａ⑤Ａ-１-（２）-①）で評価します。


29　Ⅲ-１-(１)-②　評価の留意点

（高齢者版共通）
○利用者の権利侵害の防止等に関する具体的な取組については、内容評価基準（Ａ⑤Ａ-１-（２）-①）において評価します。



30　Ⅲ-１-(２)-①　評価の留意点

（訪問介護）
○着眼点「見学、体験入所、一日利用等の希望に対応している。」については、適用しません。


33　Ⅲ-１-(３)-①　評価の留意点

（高齢者版共通）
○利用者満足の把握は、書面による調査や相談面接だけではなく、支援場面における利用者の満足の把握、日常的な会話等を通して利用者本人の意向をくみ取る等の取組を含めて評価します。
○評価方法は、調査結果に関する分析や検討内容の記録、改善策の実施に関する記録等の書面や、訪問調査での具体的な取組の聴取等によって確認します。

（通所介護、訪問介護）
○着眼点「職員等が、利用者満足を把握する目的で、利用者会や家族会等に出席している。」は、福祉施設・事業所の状況等により、適用しないことができます。

（特養、養護、軽費）
○着眼点「職員等が、利用者満足を把握する目的で、利用者会や家族会等に出席している。」は、利用者の意向や家族関係に十分配慮しながら、利用者本人や家族の意向をくみ取る取組を評価します。利用者会や家族会等の組織の有無を評価するものではありません。

（訪問介護）
○着眼点「利用者への個別の相談面接や聴取、利用者懇談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に行われている。」については、サービス提供責任者等による取組を含め「利用者への個別の相談面接や聴取」の実施状況をもとに評価します。


34　Ⅲ-１-(４)-①　評価の留意点

（訪問介護）
○着眼点「苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した掲示物が掲示され、資料を利用者等に配布し説明している。」については、利用者等への資料の配布及び説明に関する取組をもとに評価します。

35　Ⅲ-１-(４)-②　評価の留意点

（訪問介護）
○着眼点「利用者や家族等に、その文書の配布やわかりやすい場所に掲示する等の取組を行っている。」については、利用者等への資料の配布及び説明に関する取組をもとに評価します。

（訪問介護）
○着眼点「相談をしやすい、意見を述べやすいスペースの確保等の環境に配慮している。」については、適用しません。


38　Ⅲ-１-(５)-②　趣旨・解説

（高齢者版共通）
○職員が感染の媒体になる可能性があることや事業継続の点から、職員や職員の家族が感染症にかかった場合の対応を含めて、職員の健康管理に関して十分な配慮が必要です。

（通所介護、訪問介護）
○感染症の対応では、予防及び発症時に感染を広げないための対策について、利用者や家族へ周知することも重要となります。また、感染症が発症した時の利用者や家族への周知については、利用者のプライバシーに配慮することが必要です。


42　Ⅲ-２-(２)-①　趣旨・解説

（高齢者版共通）
○高齢者の支援においては、施設サービス計画、訪問介護計画、通所介護計画、処遇計画、特定施設サービス計画などがこれにあたります。


42　Ⅲ-２-(２)-①　評価の留意点

（高齢者版共通）
○特に標準的な実施方法（Ⅲ-２-（１）-①）では対応できない一人ひとりの状況に応じた個別の介助方法・手順を福祉サービス実施計画に記載する必要があります。この内容は福祉サービス実施計画とは別に作成していることもありますので、これとあわせて福祉サービス実施計画を確認する必要があります。
